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J男には幼児期早期からなぜか母親に対して容易に甘えられ

精神篇状態を呈したｊ掌１年生の男児

Ｊ男：初診時6歳11カ月。

家蝿留成:両親と弟２人の５人家族。父親は自営業｡店舗は自宅を兼ね，店員の出入

りも多く，いつも大人に囲まれている生活である。両親の実家も近くで交流も多い。

生育歴および現病歴：周産期から乳児期にかけて身体運動発堕のマイルストーンは正

常範囲だった。しかし，始語は１歳半と若干遅かった。人見知りは４カ月ころ，おむつ

は２歳ころにとれた。乳幼児期早期からかぜをひきやすく，こじらせて肺炎になっては

入退院を繰り返していた。なにかと育てるのは大変だったという。印象深い話として，

２急になる少し前，弟の出産で母親が入院し，１週間母子分離を体験した。母親が退院

したときには，母親のもとへ行くことを泣いて拒み続けたという。しかし，幼稚園時代

はとくに気がかりなことはなかった。

昨年(2008年)春，地域の小学校に入学。就学後は喜んで登校したが，ただ，顔見知

りの子とばかり遊んでいた。夏休みに家族で海水浴にでかけ，危うくおぼれそうになっ

て大騒ぎとなったことがあるという。この出来事が関係していたかどうか定かではない

が，９月，口元にチックが出現した。さらに眉間に識を寄せて，ちょっとした嘘をつく

ようになった。

１１月，急に口数が減った。ひとりでにやにや笑っている。〈いらいらするな！〉と独

語機の激しい口鯛で言うようになった。家の中を歩き回る，ぼ～つとしている。好きな

絵描きや読書もしなくなり，家族が語りかけても反応が乏しくなった．時折，空を掴む

ような行動もみられ始めた。朝の着替えもしなくなった。寝つきが悪くなり，目覚めも

早くなった。生活全般にわたってだらしなくなった。

１２月，両親は担任教諭からＪ男について気になることを指摘され，受診を勧められ

て筆者を紹介された。最初の２回は母親のみの相談であった。

ず，強いアンビパレンスが阻められた。弟出生のときの母親との

再会時に見せた回避的反応はIそのことをとても印象づける内容
'』'0,,!E今一

である。小学校入学後.:分離不安が再度強まっていったのであろ

うが，アンピパレンスが強かったために．母親に不安を吸収して
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母親との２回の面接で考えたこと
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もらうことができず，不安は強まり，しだいにチック・虚言(出
まかせ)．多勤．械黙‘昏迷状態へと発展していったのではない
かと考えられた。

初診時のＪ男の様子

４柄な男の子。視線もうつる。表情に生気がなく.自分から積
極的に.自発的に行動Fすることはない。両親に挟まれてソファに
座っているが‘おとなしい。錐者のそばに座るように移動を指示
すると,抵抗なく移る。診察には無抵抗｡なきれるがままである。
繊黙状態で，こちらが質問しても無反応。時折，我に戻るが,す
ぐにうつるになり意識の連続性がない。急に動き回ったり，手を
挙げて振ったりする上肢の奇異な動きも阻められた。
誰者はＪ男の病態を統合失潤症と診断し、両親に脱明した。薬

物療法を励めると．母親は副作用を心配して拒絶的態度をとった
が‘父親の鋭得で服用することに同意した。リスペリドン１ｍｇ／

日。以後．股高２ｍｇまで地戯した。両親同席での面接(週１回
３０分)を開始。セラピスト(男性瑠護師‘以下ＴＨ)が加わり，主
にＪ男を担当した。

治療経過

●１週間後

蕊物療法の効果は睡眠において顕薯に阻められ，熟睡できるよ
うになり．奇異な行動も若干減少傾向にあることが報告された。
ただ．気になったのは，父親がＪ男の自閉的世界での独語をずい
ぶんと気にして，現実世界に戻そうとＪ男に盛んに語りかけてい
ることであった。母親もＪ男の奇異な行動を目にすると．黙って
いることができず，ついく(そんなことをしたら)だめだよ>と首っ
てしまう。すると，Ｊ男はくいやだＩ殺す！〉と激しい口調で反
応するのだが，母親が聞き返すと，すぐにそれを否定するように
してくうそうそ>と宮い直すというのである。Ｊ男の自閉的な状態
の背景には彼の激しい怒りや攻撃衝動が垣間見られたので.両親
には自閉的状態はもがきの表れで‘彼なりの稲極的な対処法だか
ら‘見ているのはつらいかもしれないが．そっと見守るようにと
､助雷した。

Ｊ男の母親への激しいまでの怒りと，同時にそれを直接表に出
せない強い罪悪感と自責感がうかがわれ，これからのＪ男の治療
を考えるうえで亜要な指標だと感じられた。

このように，Ｊ男には母親に対する甘えをめぐる強いアンビパ
レンスがはたらいていることが強く推測きれたが；そのことを
セッションのなかでまざまざと見せつけられたのは，Ｊ男と初め

て会ってから１カ月後のことであった｡以下,エピソードを示す。

●第７回(１カ月半彼）

しばらく一緒に過ごしていたが，Ｊ男は両親と少し離れたとこ
ろのソファに横になったり，座ったりして‘こちらの様子をじっ

と見つめている。そこで箪者は両親と離れて座っているＪ男の気
持ちについて考えることにした。すると２人ともすぐにそれに気
づき，「以前からこの子は兄弟が下に２人いるため遠慮してきた
ことが大きいのだろう｣と賭し始めた。錨者はＪ男の存在を気に

かけ，彼に時折視線を向け，ソファの上でごろんと横になってい

るＪ男の手をきりげなく触りながら面接を続けた｡しばらくして，
ソファに座っているＪ男に向かって両手を広げて，Ｊ男を受け止

める姿勢でくおいで>と勝ってみた。すると即座にＪ男は腰を浮か
してこちらに来たそうな仕草をとったが,驚いたことに，すぐに

●●｡●●●ゆ●●●●●

Ｊ男は身体を止め，何事もなかったかのようにソファIこ座り直し
たのである。

錐者はこのときのＪ男の反応に非常に驚くとともに，彼のアン
ピパレンスの強さを再確胆した。以後，錐者は彼のアンピパレン

スをいかにして級和していくかにこころを砕き．両親にもことあ
るごとにそのことに気づいてもらうとともに，彼のアンピパレン

スを刺激しないために，こちらから意図的な指示的ことばを極力
避けて．さりげなく彼の気持ちを受け止め，何をやっても大丈夫
だよと彼が思えるように応じてほしいと助言した。なぜなら錐者

は彼のなかに．甘えに対する罪悪感とともに，他者からの強い侵
入不安を感じとっていたからであった。

幸い，両親はこれまでＪ男に対して十分に気持ちをくみ取って
相手をしてやらなかったという反省を述べるようになっていたた
め，錐者の助冒を索直に受け止めた。

彼にみられるアンピパレンスはさまざまな行動によって示さ
れ，経過のなかで実に微妙に変化していった紙そのことは彼の
アンビパレンスの繊細さを如実に示していた。具体的には次に示

す第８回以降のセッションでの行動として表れていた。

●第８回

セッションでは．Ｊ男はソファに横になってごろごろしている
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●第13回(３カ月後）

母親はＪ男を抱っこしてみると，以前はだらりと抱かれていた

がｂいまは自分からしがみつこうとする意思が感じとれるように

なったとうれしそうに報告した。
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がｂ顔をソファに押しつけ，恥ずかしそうにしている。母親のほ

うに足を向けているが，「鋤ねている｣状態に近い。時折起き上が

るが，ＴＨや雄者をじっと見つめている。その視線は見ていて少

し恐ろしく感じるほどで,こちらをじっと凝視している。笑顔が

みられない。堅い表梢である。

家で夜寝るとき,母親Ｊ男(長男),弟(三男).父親弟(二男）

の５人が樹になって寝ているが，Ｊ男は父親のほうに接近したく

て，父親の足元に近寄り,しだいに‘父親と弟の間に分け入ろう

とする。母親に対してどこか回避的傾向が続いていた。

●第１２回

夜，布団のなかでＪ男は母親のとなりで，足や顔を逆にして,

身体を母親にくっつけて渡るようになったことが母親から報告き

れた。しかし．セッション中.母親が手を広げて抱っこしようと

して誘うと，Ｊ男は母親に向かってく飽きた！〉と冗談っぽく言っ

て父親のほうに行った。こんなところにＪ男力弛者の前で甘えを

抑えてしまうところが感じとられた。

蝿.斑

●第14回

目に生命力力摂り，こちらに向ける視線も温かさを感じさせ，

困惑した印象はなくなった。非首語的にも言賠的にもコミュニ

ケーションがとりやすくなり‘声をかけるとすぐに反応するよう

になった。

餓者が前回Ｊ男を抱っこして眼がとても痛かったこと．Ｊ男が

たいへん並くて驚いたことを面白おかしぐ父母と藍していたら，

それを聞いてすぐにＪ男は錐者に近寄り，〈抱っこＩ>と甘えた口

鯛で錐者におぶさってきた。錐者は馬になって背中に乗せて相手

をしたが，父親が腰を痛めますよとかぱってくれた。すると素直

にJ男は降りた｡餓者はJ男のあまりの従順きが気になった。

●第10回

母親への甘えがどんどん強まり.この日はこれまでになくスト

レートで，蛾初から抱きついている。しかし，セッションが始ま

り,みんな一緒になると,急に母親から離れてソファに寝転がる。

母親に，Ｊ男のそばに座るように指示したところ，母親はＪ男の

靴下の汚れが目に入り.取り除こうと靴下を脱力牡ようとする。

人前ではストレートに母親への甘えを出せない。

ＴＨがＪ男に付き合い遊び始めるがbすべり台の下にもぐって

いるので，ボールを出すように促すと．〈片づけなくてはいけな

いから(出きない)>とすぐに反応する。この反応にも日頃Ｊ男が

遊びたくても母親の意向を気にして自分の欲求を抑えていること

が推測された。

ただ，Ｊ男の麦1Wは狸やかになり．前回までの人を突き刺すよ

うな鋭い視線を送ることは．ほんの少しの時間だけになった。

●第１１回

セッションの初めに，父親のほうをじっと見つめて．おもむろ

に父親にしがみつき抱かれている。しばらくはそうしていたが卜

父母が箪者と賭し始めると，気を使っていつの間にか父親から離

れてＴＨのほうに寄り,おんぶされたり.まとわりつく。しかし．

両親の梯子が気になり．ちらちらと時折視線を送る。

●第９回(２カ月後）

Ｊ男は母親をよりはっきりと求めるようになり．家庭では母親

を独占しようとするようになってきた。しかし，それでも母親の

顔色をうかがう行動が多い。治擦室でもＴＨの背におんぶきれ

ていても，母親のほうをちらちらと見ている。母親に抱かれたが

らず，なぜかＴＨにずっとおんぶされようとしている。

蕊

●第15回

セッション中，Ｊ男が走り回っていたときに，父親が制止しよ

うとしてく待て,待て>と言うと.さほど強い調子ではなかったが．

Ｊ男はく死ね！〉と暴言を吐くとともに,表傭が急に険しくなった。

彼の侵入不安の強きを改めて知らきれた。しかし，好奇心は高ま

り．やりたいことをどんどん首うようになった。

Ｊ男は父母の前ではアンピパレントな態度を示していたが.華

者に対しては,先週よりもさらにストレートにしがみついた｡べっ

たり身体を押しつけて甘えた感じである。このことについて両親

に後から印象を聞いてみた。第三者，職場の人たちには甘えやす

いみたいだというのである。そこで錐者は両親に尋ねた。

「一般に子どもと親との関係は．ただ無条件に受け入れ．甘え

る関係とは通うでしょう。親は子に対して．いろいろと思うこと

がある。こうなってほしいとか，願いがある。そのため無条件に



●第16回(５月の連休の翌週）

この連休で父子の交流が深まり，Ｊ男は安定。アンピバレンス

が綴和してきていることを実感できた。うろうろと排掴する行動

が減っている。意欲が高まり，外に出たい，学校に行きたい‘と

宮い始めている。「今日はだめ｣などと母親が首うと，排掴して独

り首をぶつぶつつぶやいているが，以前のようにこちらが入り込

めないような深刻なものにはなっていない。その証拠に，今日の

セッションで30分くらい経ったとき，父母と篭者が面接してい

ても.Ｊ男は周りをうろうろして独り目のようにつぶやいていた。

どうした？と父親が聞くと，すぐに〈帰りたい！〉と素直にこと

ばにするようになった。自分の意思を相手に向かってしっかりと

伝えられるようになっていた。侵入不安を感じることなく，父親

の問いかけに対する反応が即座に返ってくるようにもなっていた。

その後も順詞な経過をたどった。

なぜアンビバレンスが強まったか

際

匙

受け止めることがむずかしいこともあるでしょう｣と話すと，両

親は｢思い当たることがある｣と言って賭し始めた。弟がすぐに生

まれたので，あまり相手をしてやれなかったこと．父親は昨年忙

しく，抱っこを要求したときにも拒否してしまったことなどであ

る。母親は｢この子はナイーブな子だと思っていた。それなのに

我慢させすぎた。抱きしめてやることが少なかった。小学校入学

時，とても不安そうだった。Ｊ男はく家にいてね>と母親によく硫

盟し，今日はどこに行くかとよく尋ねていた。〈弟は鎌いだ！〉と

もよく言っていた。この子は甘えてはいたが､ひょっとしたら．

やってもらいたいこと・やりたいことと．親がやってきたことの

間で大きなずれがあったのではないかと思う｣と隅るようになっ

た。

さらに，筆者は父母のやりとりを聞きながら，母親が父親の話

を聞くとすぐさま，〈でも私はこう思うよ><こんなこともあった

よ><こうじゃないの>と父親の意見を受け止めることなく、すぐ

に相手の思いを塞ぐように自分の考えを先に言ってしまいやすい

ことを取り上げた。その際父母の仲は良いのか悪いのかわから

ないと，少々冗談っぽくつけ加えた。すると，母親は,確かにそ

れは当たっていると述べ，父親はくビンゴ！〉と即座に反応した。

振り返ってみると，この子が幼いころ，自分の気持ちをあまり賭

さないので私のほうからいろいろと先回りして言っていたと思

う，と母親は過去の盤育体験を回想するようになった。自分では

子どものことを思ってやったことだが，Ｊ男の思いとは遮ってい

たかもしれないと振り返った。

●第26回(６カ月後）

父親はこれまでを振り返り，〈この子が本当によくなって．初

めて親になったように思う。おかげで下の子(弟)もよく育つよう

になった。この子(Ｊ男)も私たちも出血しをすることができたと

思う>としみじみ語るとともに，そばで聞いていた母親もくＪ男が

どんどん自己主張するようになって，私たちはやっと黙って受け

止めるようになってきた。以前はＪ男が何も言わないので．私の

ほうがつい口を出さざるを得なかったと思う>と素直に自分を語

るのだった。

甘えをめぐるアンビバレンス

鞘

本経過を振り返ると，いかに繊細な反応を示しながら‘Ｊ男の

アンビパレンスが級和していったかがわかるがｂとりわけ印象的

であったのが，時折唐突に発する親に向ける怒りの感慨と．甘え

に対する強い罪悪感と自責感であった。これまで本連戦では自閉

症と診断きれた乳幼児期の子どもに強いアンピパレンスがあるこ

とを指摘してきたが,今回の児亜期統合失関症と診断された躯例

においては，Ｊ男自らが踊ることばによってもそのことが明砿に

浮かび上がってきている。ただ，これまで取り上げてきた自閉症

の子どもたちと対比したとき，本砺例のアンピバレンスの級和に

よる回復過程は飛醗的で，急激な変化であった。両親との面接の

なかで.』男のアンビパレンスを明確に取り上げ；過度の侵入的

関与は控え，Ｊ男の気持ちに照準を合わせて相手をするように終

始助言していった。

その結果』男のアンピバレンスの級和はさほど大きな混乱を

みせず．順鯛に推移していったのである。
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Ｊ男のアンビパレンスがこれほどまでに強まったひとつの要因

として考えられたのは，第15回のセッションで筆者が取り上げ

た問題である。母親は相手の賭を聞くと，相手の気持ちを受け止

めることなく、すぐに自分の意見を押し出してしまいがちなとこ

ろである。箪者は母親と賭をすると，いつも自分の気持ちを受け

止めてもらった実感がなく．はねのけられる感じを受けていたの

で．両親の対話のなかで起こった場面を取り上げて．両親に考え

てもらおうと戯みたのである。

このようにセッションのなかでくいま，ここで>起きていること

．
．
。
．
．
龍
貼
・
砧
．
Ｌ
・
・
■
■
．
ｍ
》
』

》
●
器
．
●
溌
認
率
》
●
》
．
津
●
醒

酔
酔
恥
騨
諦
酔
需
澱
酔
》
蕪



ACCS

いったことの背最には．このような義育者の変化も関係している

のではないかと思われるのである。

子どもにみられるいかなるこころの問題であろうと.アンピパ

レンスに蒲目することの重要性が，ここにも示唆されているので

はなかろうか。

をすぐに取り上げると，相手も抵抗なくそれを受け止めることが

可能になる。両親の緊弧が高まることを危倶して，冗談を交えな

がらこの問題を取り上げたことも功を奏したのか．以後，母親は

明らかに相手の賭を以前よりも受け止めて聞く姿勢を見せ始めて

いる。Ｊ男のアンピバレンスが予想以上に良好な経過で級和して

小児零護第32巻第１３号2009年12月

不正なコピーは

許さない！

違法コピーに注意！！
そのコピーは大丈夫ですか？

現代社会において，コピー（複写）はなくてはならないものに
なっていますが，その手軽さゆえに退法コピーが後を絶ちません。

あなたが日常的に行っているコピーは大丈夫ですか？著作梱法
に定められた例外．つまり．個人または家庭内等で使うために自
らコピーする埋合や図函館において鯛査研究等のため一部分をコ
ピーする埋合（習作梱法第30.31条等）のごく限られた範囲以

外のコピーは．すぺて著作権者の許諾を得なければ違法となりま
す。企粟や研究施設等で園務上利用するコピーはすぺて時諾が必

要となりますので．ご注意ください。

週法コピーは健全な創作活動。出版活動の陣害となり．ひいて
は文化・学術の発展を阻害する大きな要因となります。今一度、
蓉作梱についてお考えください。

Ｑ＆Ａサイト「それは違法かも｡」
｢これって逸法？」蓉作梱に関するよくある質問にわかりやすく
お答えしています。

http://www・ihokamo､net／

情報受付窓□「不正コピー情報ポスト」
不正コピーなど、明らかに週法なものを見つけたら、
こちらまで憎報をお寄せください。

https://www2aCcsjp・or･jp/piracy／
フリーダイヤル0120-765-175

_』

許賠の手続きは簡単です１

医学や関連領域の出版物の多くは，（社)出版者著作櫓管理機櫛

画に複写栃の管理･運営が委託されています｡複写される
堀合は駆前に画に連絡し許膳を得てください。

画（社)出版者著作権管理機栂
TELO3-3513-6969FAXO3･3513-6979Info@jcopyprjp

jMBlii､盲鵜書出版協会
1810

一．_.''．(.;一
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社離人ｺﾝｭー ﾀｿﾌﾄｳｴｱ著作雛会
http://www2.accsjpor・jp／
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